
	 

	 

	 

	 

JSAF外洋特別規定2010-2011	 

（略称：JSAF-OSR	 2010-2011）	 

カテゴリー3モノハル	 

JSAF-OSRは2010年4月から2012年3月まで有効	 

（基となるISAFのOSRは2010年1月から2011年12月まで有効）	 

	 

Version-1.5	 

2010.3.17	 

	 

ISAF-OSRの著作権・管理部門に関しては「第1章・2章・6章・アペンディック

ス（付則）」に記載。	 

	 

＜JSAF-OSR著作権と管理部門＞	 

	 JSAF外洋特別規定はISAFのOffshore	 Special	 Regulationを基に国内の事情に合わない面は

変更を加えてJSAF外洋特別規定として発行している。JSAF外洋特別規定は日本国内においての

み適用される。JSAF特別規定が適用されたレースにおいては正文であり、ISAF-OSRの参考和訳

ではない。	 

	 JSAF-OSRの著作権は日本セーリング連盟にある。日本国内においてJSAFに加盟しない団体が

JSAF-OSRもしくはISAF-OSRのリプリントを必要とする場合にはJSAFの許可が必要である。原文

（英文）のISAF-OSRはOffshore	 Racing	 Congressの著作権で保護されている。	 

	 別途「第1章・2章・6章・アペンディックス（付則）」は全文、第3章・4章・5章はカテゴリ

ー別に記載される。JSAF-OSRではカテゴリー3、4モノハルのみを作成している。	 

	 規定本文以外にも関わるアペンディックス（付則）も適用される。	 

	 JSAF-OSR の公式解釈は JSAF-OSR 本文そのものよりも優先され、JSAF のホームペー

ジに見出し、番号、日付をつけて掲載される。	 

http://www.jsaf.or.jp/anzen/index.html	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 〒150‐8050	 東京都渋谷区神南1丁目1番地1号	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 岸記念体育館	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 財団法人	 日本セーリング連盟	 

外洋艇推進グループ	 外洋安全委員会	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 anzen-offshore@jsaf.or.jp	 

	 

本文の見方	 

イタリック体（斜体）	 =	 補注や推奨事項	 

オレンジ色書体	 =	 ISAF-OSR	 2008-2009から変化した項目	 

（内容が変わらず表現や番号が変わった物も含まれる）	 

青色書体=JSAF-OSR用に規定変更やJSAF-OSRのみに注釈を入れた部分	 

	 



第１章＜基本規定と定義＞	 

	 

1.01	 目的と利用法	 

1.01.1	 この特別規定の目的は、外洋でレースをするモノハルとマルチハルのヨットに対し、

共通の最小限備えるべき備品と設備基準、トレーニングの基準を制定することであ

る。プロア（非対称カタマラン）はこの規定に含まれない。	 

1.02.2	 この規定は、各国の法規、ヨットレース規則およびクラス協会やレーティングシス

テムの規定にとって代わるものではなく、むしろそれらを補強するものである。	 

	 このルールでの備品の位置及び作動状態についての制限に対して、艇の責任者は注

意されたい。	 

1.01.3	 外洋レースを行うすべての組織が国際的に採用されているこの特別規定を採用す	 

	 ることを強く推奨する。レース委員会は各レースの諸条件にもっとも適合している

と考えられるカテゴリーを選ぶことができる。	 

	 

1.02	 艇責任者の責任	 

1.02.1	 艇と乗組員の安全の確保は、艇の責任者の避けられない責任であり、艇の責任

者は所有艇を最良の状態で十分な耐航性を有するように保持し、荒天の海に

も対抗できる体力と適切なトレーニングを積んだ、経験十分なクルーを乗り

組ませるように万全をつくさねばならない。艇の責任者は船体、スパー、リ

ギン、セール及びすべての備品を確実に整備し、また安全備品が適正に維持

格納され、それらの使用法と置き場所をクルーに熟知させておかなければな

らない。	 

1.02.2	 この特別規定の制定、レース主催者による使用、およびこの規定に基づく検査の実

施によって艇の責任者の完全かつ無限の責任は何ら軽減されるものではない。	 

1.02.3	 [レース参加]レースに参加するか、またはレースを続けるかについて艇の決定

の責任は、その艇のみにある。RRS-基本規則 4 条。	 



	 

1.03	 用語・略語の定義	 

1.03.1	 本文中の用語の定義	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 表 1	 

エージデイト	 最初に進水した月／年	 

AIS	 Automatic	 Identification	 System	 船舶自動識別装置	 

CEN	 欧州標準化委員会	 

CPR	 心肺蘇生術	 

コーミング	 コーミング高さは、コックピットが海水で完全に満たされ、海

水が流れ出る状態で艇が浮いていると仮定したときの、コック

ピットの後ろから流れ出る水面限界線までを含む	 

DSC	 デジタル選択通信	 

EN	 欧州規格	 

EPFS	 Electronic	 Position-Ｆixing	 Ｓystem	 

EPIRB	 Emergency	 Position-Indicating	 Radio	 Beacon：	 

非常用位置指示無線標識装置（イーパブ）	 

FA ステーション	 トランサムの上の角とシアーラインが交わるところの横方向

の計測点	 

荒天用衣料	 着用者に乾いた状態を維持させる衣料で、ジャケットとズボ

ンを着用するタイプか両者が一体となっているもの	 	 

GMDSS	 Grobal	 Maritime	 Distress	 &	 Safety	 System（全地球規模海

難救助ｼｽﾃﾑ）	 

GNSS	 Grobal	 Navigation	 Satellite	 System：サテナビ	 	 

GPIRB	 GPS（全地球測位システム）を内蔵した EPIRB	 

ITU	 国際電話通信連合	 

GPS	 全地球測位システム	 

ハッチ	 ハッチという意味はハッチ装置全体及び装置を構成する部品

としてのフタ、カバー、ドアを含んでいる。（部品自体もハ

ッチと記述する。）	 

INMARSAT	 インマルサット国際有限会社、民間会社で GMDSS の衛星通信

で緊急及び安全通信を提供することに加えて音声・ＦＡＸ・

データの一般通信を提供する。	 

IMO	 International	 Maritime	 Organization（国際海事機構）	 

IMSO	 国際携帯電話衛星機構で独立組織。インマルサットの GMDSS

への公的義務を監視しその内容をＩＭＯに報告する政府間機

構	 

ISAF	 International	 Sailing	 Federation（国際セーリング連盟）	 

ISO	 International	 Standard	 Organization（国際標準規格）	 

ライフライン	 デッキの廻りをガードレール/ガードラインとして張り巡ら

されたワイヤー	 

LOA	 艇の全長、パルピット、バウスプリット、バムキンなどは含

まない。	 

LWL	 荷物積載時水線長	 

モノハル	 艇体のどのセクションでの深さがセンターライン方向へは減

しない艇体の事	 

可動バラスト	 鉛か水あるいはほかの物質で、重量を増やし復元力あるいは

トリムに影響を与えること以外に艇に対する実際の機能を持

たず、艇体の横断方向に移動するがレース中は重量を変化さ

せないバラスト	 

ORC	 Offshore	 Racing	 Congress（外洋レース評議会）かつてはは

Offshore	 Racing	 Council と称した	 



OSR	 Offshore	 Special	 Regulation(s)	 

＜JSAF 注釈 1：単に「OSR」と表記されたものは ISAF の OSR

を指す。JSAF 外洋特別規定は「JSAF-OSR」を略称とする。＞	 

恒久的な取り付け	 

Permanently	 

Installed	 

取り付けるものが造り付けられた状態（例えばボルトで取り

付けられ、もしくは溶接で接合され、もしくはガラスのよう

にはめ込まれている等のように）であるか、取り付けた状態

でレース中に取り外せないことを言う	 

PLB	 Personal	 Locator	 Beacon（個人用ロケター信号発信機）	 

PROA	 非対称カタマラン	 

RRS	 セーリング競技規則	 

SAR	 海難救助（捜索と救助）	 

SART	 海難救助発信機	 

シリーズデイト	 プロダクションヨットのシリーズ艇の 1号艇が進水した月/年	 

SOＬAS	 Safety	 of	 Life	 at	 Sea	 Convention（SOLAS 条約）	 

海上人命安全条約	 

セーフティライン	 強固なポイントに安全ハーネスを固定する為のテザー	 

強固に固定された	 

Securely	 

Fastened	 

荒天か、もしくは艇が 180 度転覆した場合においても、固定

されたものが安全に保持されるよう、例えばロープもしくは

蝶ねじなどによって固定されている状態を言う。その状態か

らレース中、必要に応じ、取り外し、また再取り付けできな

くてはならない。	 

固定バラスト	 鉛か水あるいはほかの物質で、重量を増やし復元力あるいは

トリムに影響を与えること以外に艇に対する実際の機能を持

たず、レース中は、位置の移動をせず重量を変化させないバ

ラスト。	 

固定型セーフティ

ライン	 

ハーネスにつけられる通常のセーフティーラインンより短い

セーフティーラインンでワークステーション（通常の作業エ

リア）に固定的にクリップされるもの。	 

可変バラスト	 復元力あるいはトリムを変化させるために水を注入し、レー

ス中に重量を変化させたり位置を移動したりするバラスト	 

	 

1.03.2	 「shall」と「must」は強制的。「should」と「may」は任意。	 

1.03.3	 ヨットとボートという言葉は同義とする	 

	 

	 



第２章＜規定の適用と基本条件＞	 

	 

2.01	 イベントのカテゴリー	 

	 厳しい条件下で大洋を横断するレースから、囲われた海面でのショートコースのデ

イレースまで様々なタイプのレースがあるが、そのような様々なレース環境での最

低限の安全基準と要求される装備の違いを定めるために 7 個のカテゴリーが決めら

れている。	 

	 

2.01.4	 カテゴリー3	 

	 開放された水域で、大部分は比較的保護されるか、海岸線に近接しているところを

横切るレース。	 

	 

2.02	 インスペクション	 

	 ヨットは随時検査される。この特別規定に従っていないヨットは、レース出場を拒

否されるか、または失格とされるか、あるいはナショナルオーソリティーかレース

主催団体が定める罰則の適用を受ける	 

	 

2.03	 基本条件	 

2.03.1	 すべての必要備品は下記の条件を備えていなくてはならない。	 

	 ａ）適切に機能すること	 

	 ｂ）定期的に点検され、清掃され、維持されていること	 

	 ｃ）未使用時には劣化が最小になるような状態で保管されていること	 

	 ｄ）即座に使用できること	 

	 ｅ）ヨットの大きさや使う目的に対して形式、サイズ、容量が適切であること	 

2.03.2	 重量物	 

ａ）バラスト、バラストタンクそれに関係する備品は恒久的に取りつけられていな

ければならない	 

ｂ）可動型の重量備品、例えばバッテリー、ストーブ、ガスボトル、タンク、工具

箱、アンカー及びチェーンなどは強固に固定されていなければならない	 

ｃ）本規定に規定されてない重量物についても適切な強度で恒久的に取り付けられ

るか、強固に固定されなければならない	 

2.03.3	 航海灯を使用すべき時間	 

ａ）航海灯（本規定 3.27）は国際海上衝突予防法（パート C および技術付則 1）の

規定にしたがって点灯しなければならない。	 	 

	 	 	 ヨットは国際海上衝突予防法に要求される時刻に舷側灯と船尾灯を点灯しなく

てはならない。	 



第３章＜構造上の要点と復原力、固定された装備品＞	 

	 

3.01	 構造強度、バラスト、リグ	 

	 ヨットは強固に建造され、水密でなければならない。特にハルとデッキおよびキャ

ビン収納部は激浪やその衝撃および転覆の状態にもたえうるものでなければならな

い。またヨットは適正なリグが装備され、バラストが取り付けられ、完全な耐航性

を持ち、かつ以下に述べる基準に合致していなくてはならない。シュラウドは常に

しっかりと取り付けられていなくてはならない。	 

	 

3.02	 ハルの完全な水密性	 

3.02.1	 デッキ、コーチルーフ、窓、ハッチおよびその他の全ての部品を含むハルは全体と

して本質的に水密でなければならず、いかなる開口部も同様にこの全体としての水

密性を即座に、確実に保つことができなければならない。	 

3.02.2	 インスペクションもしくは保守の目的で作られた完全防水型のハッチで通常のトリ

ムにおいて水線より上にあるものを経由する場合を除き、センターボードケースと

ダガーボードケースあるいは同様の部分はハルの内側に開口部を持ってはならない。	 

3.02.3	 カンティングキールの軸は本規定 3.02.1 に適合する水密隔壁の中に完全に収まって

なくてはならない。カンティングキールシステムを稼動させたり制御したりするた

め、あるいはそのほかの目的での水密隔壁のアクセスポイントは本規定 3.02.2 に適

合していなくてはならない。	 	 

3.02.4	 可動バラストシステムは作動のための手動での第二システムを装備していなくては

ならない。このシステムは第一のシステムが故障したときに、セーリング時のキー

ルにかかる全荷重を制御する能力を有していいなくてはならない。ここで言う故障

とはシステム全体の電気的、油圧的、機械的な故障、システム全体を搭載する構造

体の故障を含んでいなくてはならない。システムは敏速に作動でき、いかなるヒー

ルアングルでも作動できなくてはならない。本システムはキールをセンターライン

上に固定できるようになっていることが望ましい。	 

	 

3.04	 モノハル艇のスタビリティー（復元力）	 

3.04.2	 ヨットは転覆に抗するように設計され建造されていること。	 

3.04.3	 レース主催者は厳守すべき最低限のスタビリティーまたはスタビリティー／浮力の

指数を示す事が出来る。ORC 規則と ORC 規定に示されたスタビリティーインデックス

に注意する事。	 

＜JSAF 注釈 2：レース主催団体が他のハンディキャップシステムを採用している場

合はそのシステムにも留意すること。＞	 

3.04.4	 ISO	 12217-2 カテゴリーB で規定されている復元力は、本規定にて行われるレースに

おいてはカテゴリー3に適合すると思われる。	 

3.04.5	 ISO やその他の指標を使うことは転覆や沈没の危険から避けられることを保証する

ものではない。	 

3.04.6	 可動ないしは可変バラストシステムのヨットの場合、本規定 3.04.4 に規定する手法

はアペンディックスＫに規定する関連要求が追加される。	 

3.04.7	 可変バラストのタンクは恒久的に取り付けられ、独立したバルブとポンプ（単体な

いしは複数）はいかなるヒールアングルでも手動で操作できなくてはならない。配

管システムの図面は船内に掲示されていなくてはならない。	 



	 

3.06	 モノハルの出口	 

	 	 	 	 表 4	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

3.08	 ハッチとコンパニオンウエェイ	 

3.08.1	 コーチルーフ側面ハッチ以外に最大船幅ステーションより前方には内側に開く蓋や

カバーを設けてはならない。0.071m2（110 平方インチ）より小さな舷窓はその限り

ではない、個数も問わない。	 

3.08.2	 コーチルーフ側面や最大船幅ステーションより前方に位置する内側に開く蓋やカバ

ー、また 0.071m2（110 平方インチ）を超える大きさの物は「ISO	 12216 カテゴリーA」

に従いデザインされた上に「海上で開けるな」という注意書きを明示すること。本

規定 3.02.1 記載事項に注意。	 

	 [Mo3特記-1]ISOに準じる物も可として以下の通りとする。	 

3.08.2	 コーチルーフ側面や最大船幅ステーションより前方に位置する内側に開く

蓋やカバー、また0.071m2（110	 平方インチ）を超える大きさの物は「ISO12216	 カ

テゴリーA」に従いデザインされた物か同等品で、かつ「海上で開けるな」という注

意書きを明示すること。本規定3.02.1	 記載事項に注意	 

	 	 

3.08.3	 ハッチは以下を満足しなくてはならない。	 

ａ）90°にヒールした状態でも水面上にあるように配置すること。	 

	 	 船内に開いているロッカーのハッチもこの規定に含まれる。ヨットはそれぞれ

の開口が 0.071 ㎡（110 平方インチ）以下であるという条件の下で最大 4個（セ

ンターラインの両側に 2 個づつ）のこの条件を満たさないハッチを持つことが

出来る。2009 年 1 月以降のシリーズボートから有効になるので、ヨットのデザ

イナーか他の者で浸水分析を行った者の説明書を搭載しておくこと。この規則

のための船舶の排水量基準は軽排水量船舶基準 LCC（EN	 ISO8666 スタンダード

及び EN	 ISO12217-2 の 3.5.1 に適合すること）である	 

	 ｂ）恒久的に取り付けられたものであること	 

	 ｃ）即座に閉じることができ、180°転覆しても確実に閉鎖された状態を保てなけれ

ばならない	 

3.08.4	 コンパニオンウェイハッチは以下を満足しなくてはならない。	 

ａ）強固に締め切っておく装置で、転覆の際において、艇外からも艇内からも操作

できるものであること	 

	 ｂ）何らかの閉鎖装置を持つこと	 

i.ハッチが開閉のどちらの場合であってもその位置にしっかりと保持できなけれ

ばならない	 

ii.ハッチは使用中でも使用中でなくても、艇外に流出の恐がないように、レース期

間中はラニヤードなどで艇体に連結していなくてはならない	 

	 iii.	 転覆の際には船内から外部への出口にならなければならない	 

3.08.5	 コンパニオンウェイがシアーラインより下方に至っている場合とコクピットが船尾

で開口している艇は以下 a）か b）のいずれかを満足しなくてはならない。	 

ａ）コンパニオンウェイの敷居がシアーラインより下方に至っていない	 

	 ｂ）全面的にISO	 11812	 デザインカテゴリーAに従っている	 

ＬＯＡ	 最も早いシリーズ/

エージデイト	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 詳細	 

8.5m(28f

t)以上	 

1995 年 1 月以降	 ヨットは２つの脱出口を持たなければならな

い。構造的に取り付けが不可能な場合を除いて

最も前のマストより前に一つは設置すること。	 



3.08.6	 コンパニオンウェイがシアーラインより下方に至りコクピットが船尾で閉じている

艇は、せき止めの装置（例えばウオッシュボード）などでシアーラインのレベルま

でせき止められるようになっていなければならない。このせき止めの装置（例えば

ウオッシュボード）が使われている場合でも、このコンパニオンウェイは艇内への

出入りが可能でなければならない。	 

	 

3.09	 コックピット（ISO	 11812 記載事項に注意すること）	 

3.09.1	 コックピットは構造的に堅牢で、あらゆるヒール角度でも重力で速やかに自己排水

（セルフドレーニング）ができ、艇体の部分として、恒久的に一体でなければなら

ない。	 

3.09.2	 コックピットは完全に水密でなければならない。即ち、コックピットの艇体の開口

部は、すべて強固にしっかりと締め切ることができなければならない。	 

3.09.3	 ビルジポンプはコックピット排水管に接続してはならない。コックピット排水管の

最小サイズに付いては本規定3.09.8参照	 

3.09.4	 コックピットの床はLWLより2％LWL以上、上方になければならない。	 

（IMSヨットで2003年1月以前に進水のヨットは少なくとも2％L以上LWLより上方に

なくてはならない。）	 

3.09.5	 バウ、側面、中央、スターンのいかなるウェル（凹部）も本規定 3.09 で意図するコ

ックピットと見做される。	 

3.09.6	 コックピットが船尾へ開口している場合	 後方開口部の面積は、コックピット最大

深さの 50%×コックピット最大幅より小さくてはならない。	 

	 

3.09.7	 コクピット容積	 

i.最も早いエージデイトかシリーズデイトが 1992 年 4 月以前の場合、	 

もっとも低いコーミングより下にあるすべてのコックピットの合計全容積（LWL 水線

長×最大幅×コックピットに平行するフリーボード高さ）は 9％を超えてはならない。	 

ii.最も早いエージデイトかシリーズデイトが 1992 年 4 月以降の場合、	 

上記の各カテゴリーの規定を適用する。ただし最低コーミングの決定に当たっては、

FAステーションより後方のものは対象としない。また、ワーキングデッキより後方

に延長されたコックピットの部分はコックピット容積の計算に使用してはならない。	 

注：IMS レーティングのヨットは LWL 水線長×B 最大幅×FA コックピットに平行するフ

リーボード高さの代わりに、IMS レーティングルールに規定されている L、B、FA を

使う。	 

3.09.8	 コックピット排水	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

3.09.1参照。コックピット排水口の断面積の総和（ゴミ取り網がある場合はその後

ろ部分）は以下のとおりでなくてはならない	 

ａ）最も早いエージデイトかシリーズデイトが 1972 年 1 月以前のヨット、あるいは

LOA8.5m（28ft）以下のヨットには、少なくとも 2×直径 25mm（1 インチ）また

は相当サイズで障害のない開口	 

ｂ）最も早いエージデイトかシリーズデイトが 1972 年 1 月以降のヨットは、少なく

とも 4×直径 20mm（3/4 インチ）または相当サイズで障害のない開口	 

	 [Mo3 特記-2]コックピット後端部に開閉式蓋を持つヨットの場合は、蓋と艇体との隙

間を上記ａ）ｂ）における開口とみなす。	 

	 

3.10	 シーコックまたはバルブ	 

	 喫水線より下部の船底開口部にはすべてシーコックまたはバルブを恒久的に取り付

けなければならない。ただし必要な甲板排水口、スピードメーター、測深計等の開

口部は、必要に応じてその穴をふさぐ手段が準備されていればよい。	 



3.11	 シートウィンチ	 

	 シートウィンチは、これを操作する人が、実質的にデッキより下に入らないと操作

できないように取り付けてはならない。	 

	 

3.12	 マストステップ	 

	 キールに載せられたマストの下端（マストヒール）は、マストステップまたは付近

の構造物に接して動かないようにされていること。	 

	 

3.14	 パルピット、スタンション、ライフライン	 	 

3.14.2	 本規定におけるライフラインはピンと張られたものでなくてはならない。	 

ａ）張力の目安としては支持点の中間点で50N（5.1kg，11.2lbf）の力をかけても50mm

以上は変形しない程度	 

3.14.3	 以下のことが装備されていなければならない。	 

ａ）バウパルピットは垂直の高さと開口に関して表 7 を満足していなくてはならな

い。バウパルピットは開いていてよいがそのパルピット間と艇体のいかなる部

分でも開口は 360ｍｍ（14.2 インチ）より大きくてはならない。（この要求は

360mm の円をその開口にあてて確認できる）	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

ｂ）スターンパルピット（スターンパルピットに代わって表 7 を満足するように適

切に配置されたライフラインでもよい）が設置されていること。	 

ｃ）ライフライン（ガードライン）はスタンションで支持され、パルピットと共に

ワーキングデッキの周囲を囲むように人間の落水防止に効果的な連続した囲い

を形成しなくてはならない。ライフラインは恒久的に 2.20m（86.6 インチ）を

超えない間隔で支持され、支持しているスタンションの外側を通ってはならな

い。	 

ｄ）パルピットのアッパーレールは、ワーキングデッキ上で表７に示される上段の

ライフライン以上の高さを有すること。	 

ｅ）パルピットとスタンションは恒久的に取り付けられていなくてはならない。ソ

ケットやスタッドがある場合は、これらは通しボルト、接着、または熔接によ

らなければならない。これらに取り付けるパルピットおよびスタンションはラ

イフラインがなくても機械的に保持できるように装着されなければならない。

ソケットやスタッドがない場合は、パルピットとスタンションの固着は通しボ

ルト、接着、または熔接によらなければならない。	 

ｆ）パルピットとスタンションは恒久的に取り付けられていなくてはならない。ソ

ケットやスタッドがある場合は、これらは通しボルト、接着、または熔接によ

らなければならない。これらに取り付けるパルピットおよびスタンションはラ

イフラインがなくても機械的に保持できるように装着されなければならない。

ソケットやスタッドがない場合は、パルピットとスタンションの固着は通しボ

ルト、接着、または熔接によらなければならない。	 

ｇ）パルピットとスタンションの基部は最大船幅の 5％または 150mm(6 インチ)の大

きい方の数値以上に、ワーキングデッキの端より内側に取り付けてはならない。	 



	 

ｈ）スタンション、パルピット、プッシュピットの基部はワーキングデッキより外

側に取り付けてはならない。このルールの意図では、スタンションやパルピッ

トの基部にはスタンションやパルピットのチューブがぴったりはいるスリーブ

やソケットは含むがハルやデッキに取り付けられるベースプレートは含まない。	 

ｉ）ライフラインによる完結する囲みがワーキングデッキにあるスタンションとパ

ルピット基部によって完全に支えられているという条件があれば、ライフライ

ン端部と端部支柱はワーキングデッキより後方の船体に固定してもよい。	 

ｊ）ライフラインは必ずしもバウパルピットに固定されなくてもよいが、その場合

ライフラインは十分強度のあるスタンションを通すか、それに固定されてバウ

パルピットの内側にオーバーラップしなければならない。この場合上段のライ

フラインとパルピットの間隔は 150mm（6 インチ）を越えてはならない。	 

ｋ）ライフラインはバウとスターンに（あるいは付近に）固着されていなければな

らない。しかし両舷それぞれに乗降ゲートをつけてもよい。エンドフィッティ

ングを除いては前後方向の動きを拘束してはならない。	 

	 本規定 3.14.6（a）に規定される一時的なスリーブは、ライフラインの張力を修

正・調整するような物ではいけない。	 

ｌ）スタンションは下記の場合を除きまっすぐで垂直でなければならない。	 

i.	 デッキより上方 50mm（2 インチ）以内では、スタンションがデッキまたはベー

スから出た所からの水平移動距離が 10mm	 (3/8 インチ)以下であること。	 

ii.	 デッキよ 50mm(2 インチ)以上の上方でのどんな点でも鉛直より傾きは 10°以

下であること。	 

ｍ）デザインは ISO15085 にも適合させることを強く推奨する。	 

	 

3.14.5	 ライフラインの高さ、垂直方向の開口寸法、本数	 

	 表 7	 

LOA	 最も早い	 

エージ/シリーズ	 

デイト	 

最低基準	 

8.5m(28ft)	 

未満	 

1992年1月以前	 ライフラインは、ワーキングデッキより450mm（18

インチ）以上の高さで1本タイトに張られている

こと。ライフラインの垂直方向の開口寸法は

560mm（22インチ）を越えてはいけない。	 

[Mo3特記-3]中間ライフラインの装備を推奨す

る。	 

8.5m(28ft)	 

未満	 

1992年1月以降	 上記の仕様に加えて、中間のライフラインがある

場合を除き、垂直方向の開口は380mm（15インチ）

を越えてはならない。	 

8.5m(28ft)	 

以上	 

1993年1月以前	 ライフラインは2段でタイトに張られているこ

と。上段はワーキングデッキより600mm（24イン

チ）以上の高さであること。ライフラインの垂直

方向の開口は560mm（22インチ）を越えてはらな

い。	 

8.5m(28ft)	 

以上	 

1993年1月以降	 上記のの仕様に加えて、ライフラインの垂直方向

の開口は380mm（15インチ）を越えてはならない。	 

全て	 全て	 中間のライフラインがあるヨットは、中間のライ

フラインはワーキングデッキより230mm（９9イン

チ）より低くてはいけない.	 

	 



3.14.6	 ライフラインの最小直径、要求される材質、仕様	 

	 ａ）ライフラインの素材は以下のいずれかでなければならない。	 

	 ・ステンレスの撚り線	 

	 ・double-braided	 Dyneema（二重打ちのダイニーマ）ロープ	 

	 ｂ）最小直径は表 8の通り。	 

ｃ）ステンレス製のライフラインはコーティングなしであること。また、ぴったり

とフィットしたスリーブ（鞘管）を使用してはならない。一時的なスリーブを

使用することはかまわないが、定期的に点検のために取りはずさなくてはなら

ない。	 

	 ｄ）ステンレス製を使用する場合、316 グレードを推奨する。	 

	 ｅ）ダイニーマを使用する場合、SK75 か SK78 グレードを推奨する。	 

ｆ）ライフラインをしっかりと張るために合成繊維のきつく張ったロープをラニヤ

ードとして使ってもよいが、その場合ラニヤードによる部分の長さは 100mm（4

インチ）を越えてはならない。このラニヤードは少なくとも年１回取り替える

こと。	 

ｇ）ライフラインの囲みを構成するすべてのワイヤー、附属品、固定点及びラニヤ

ードはすべての場所で、少なくともライフラインのワイヤーに必要な破壊強度

を持つこと。	 

	 表 8	 

ＬＯＡ	 最小直径	 

8.5m(28ft)未満	 3mm(1/8インチ)	 

8.5m-13m	 4mm(5/32インチ)	 

13m(43ft)以上	 5mm(3/16インチ)	 

	 

3.14.7	 パルピット、スタンション、ライフラインの材質	 	 	 	 表 9	 

最も早いエージ/シリーズデイト	 詳細	 

1987年1月以前	 スタンション、パルピットライフラインにはカ

ーボンファイバーは推奨しない	 

1987年1月以降	 スタンション、パルピット、ライフラインには

カーボンファイバー製であってはならない	 

	 

3.17	 トーレールまたは足止め	 

3.17.1	 艤装品の取り付け部を除き、マストから前側のフォアデッキの周囲には高さ 1 イン

チ（25mm）以上のトーレールを恒久的に取り付けなければならない。取り付け位置

は、ワーキングデッキの端よりその場所の船幅の半分の 1/3 より内側にあってはな

らない。	 

3.17.2	 下記表 10 も適用する。	 

	 表 10	 

LOA	 最も早い	 

エージ/シリーズデイト	 

最低基準	 

全て	 1981年1月以前	 20mm（3/4インチ）以上のトーレールで認めら

れる	 	 	 

全て	 1993年1月以前	 トーレールの代わりに25mm（1インチ）以上50mm

（2インチ）以下の高さのライフラインを追加

してもよい（ただし中間のライフラインに数え

ることはできない）	 

全て	 1994年1月以降	 トーレールはスタンション取り付けベースの

垂直軸にできるだけ近づけて設置しなければ

ならないが、その場所の船幅の半分の1/3より

内側にあってはならない。	 



	 

3.18	 トイレ	 

3.18.2	 恒久的に取り付けられたトイレまたはそれように使えるバケツ。	 

	 

3.19	 寝台（バンク）	 

3.19.2	 恒久的に取り付けられた寝台。	 

	 

3.20	 炊事用装備	 

3.20.1	 炊事用ストーブは恒久的に取り付けられた物、もしくは安全強固に取り付けられた

もので、航海中に安全に操作できる燃料閉止装置を有するものものであること。	 

	 

3.21	 飲料水タンク及び飲料水	 

3.21.1	 飲料水タンク	 

ａ）ヨットは恒久的に取り付けられた水を供給するポンプおよび水タンクを備える

こと。	 

3.21.3	 非常用飲料水	 

ａ）1 つか複数の専用密閉容器か専用容器に入れられた、少なくとも 9 リットル（2

英ガロン、2.4 米ガロン）の非常用飲料水を用意すること。	 

	 

3.22	 ハンドホールド（手がかり）	 

乗員が海上で安全に移動できるようにデッキ下にハンドホールドが適切に設置され

ていること。	 

	 ハンドホールドは横方向の 1500Ｎの荷重で破断することなく耐えられなければなら

ない。ISO	 15085 に注意が記載されている	 

	 

3.23	 ビルジポンプとバケツ	 

3.23.1	 コックピット後部が艇外へ開口していない艇は、ビルジポンプからコックピットに

排水してはならない。	 

3.23.2	 ビルジポンプはコックピット排水管と接続してはならない。（本規定 3.09）	 

3.23.3	 ビルジポンプとそのごみ取り装置（箱）はその補修や詰まったくずの取り除きが容

易にできること。	 	 	 	 	 

3.23.4	 ビルジポンプに恒久的に固定されたハンドル以外のハンドルは、ラニヤードまたは

固定装置あるいはそれらに類する方法で、不測の紛失を避けられるようになってい

なくてはならない。	 

3.23.5	 以下の装備がなされていること。	 

ｄ）恒久的に取り付けられた手動のビルジポンプ。少なくとも１台がコックピット

シート、ハッチおよびコンパニオンウェイをすべて閉めた状態で使用できなく

てはならない。	 

ｆ）少なくとも 9リットル（2 英ガロン、2.4 米ガロン）以上の容量のある頑丈な作

りのバケツ２個。各々ラニヤードを付けること。	 

	 

3.24	 コンパス	 

3.24.1	 以下のものを装備しなければならない。	 

ａ）コンパスは磁気型のマリンタイプで艇の電源から独立して作動するもの。船体

に恒久的に取り付けられており、自差カードで修正済みであること。	 

	 ｂ）上記 a）に加えて 1 台。手持ちのコンパスでもよい。	 

＜JSAF 注釈 3：磁気コンパス 2台。そのうち 1台は艇に恒久的に取り付け済み＞	 

	 



3.25	 ハリヤード	 

	 マストは各々セールを上げることのできる２本以上のハリヤードを持たなくてはな

らない。	 

	 

3.27	 航海灯（本規定 2.03.3 参照）	 

3.27.1	 航海灯はセールや艇のヒールによって隠されない位置に取り付けられていること。	 

3.27.2	 航海灯はデッキレベルより下に取り付けてはならない。また、上段のライフライン

の直下くらいが望ましい。	 

3.27.3	 航海灯の明るさの基準は以下の表 11 による	 

	 表 11	 

LOA	 航海灯の電球の最低出力の目安	 

12m（39.4ft）未満	 10ワット	 

12m（39.4ft）以上	 25ワット	 

	 

3.27.4	 最低出力と同等の予備航海灯を搭載すること。予備航海灯の電源と配線は通常使用

の航海灯は別に確保しなければならない。	 

	 [Mo3 特記事項-4]航海灯がマストトップとライフライン直下の 2 カ所に設置されて、

2個のバッテリーをでそれぞれが切り替え点灯可能な物は可とする。	 

3.27.5	 航海灯の予備電球を搭載すること。航海灯が電球によらない物はそれに代わる適切

な予備を持たなければならない。	 

	 

3.28	 エンジン、発電機、燃料	 

3.28.1	 推進用エンジン	 

ａ）エンジンおよび関連するシステムはメーカーのガイドラインに従って取り付け

され、ヨットのサイズ、および意図した使用に適する、タイプ、強度、容量、

取り付け方法であること	 

ｂ）船内推進エンジンの取り付け状態は、排気、冷却液、および燃料供給システム

と燃料タンクは安全にカバーされ、悪天候の影響からも適切な保護装備をする

こと	 

ｃ）本規定に要求されるエンジンは、最低速度（1.8ｘ√LWLm ノット）または（√

LWLfeet ノット）の艇速を出せること	 

ｄ）船内推進エンジンおよび船外推進機エンジンに組み合わされるタンクと燃料供	 

	 	 給システムはすべて安全に固定されること	 

3.28.2	 発電機	 

	 電気設備用の独立した発電機の設置は任意でよい。設置する場合は、しっかりとカ

バーされて恒久的に取り付けられていること。排気系統，燃料供給系系統、燃料タ

ンクも恒久的に取り付けられていること。そして悪天候下でも適切に保護されてい

ること。	 

	 

3.28.3	 燃料供給システム	 

ａ）燃料タンクそれぞれに閉鎖弁を備えなければならない。また内部に恒久的に設

置された内張りや裏打ちが無い限り可動性のあるタンクは燃料タンクとして認

められない。	 

b）推進用エンジンは、レース公示にて最低量の燃料の搭載が規定されない場合に	 

は、レース期間中のバッテリーチャージをまかなえ、前記最低スピードで８時

間以上の機走が出来る燃料を搭載する事。	 

	 



3.28.4	 バッテリーシステム	 

ａ）電気的始動が唯一のエンジンスタート方法である場合、独立したバッテリーを

持たなければならない。このバッテリーはエンジンスタートの目的が優先され

る。	 

	 ｃ）シールドタイプのバッテリーを装備することを強く推奨する。ただしこの場合	 

	 	 は当該バッテリーに適合する充電装置の仕様を製造会社が明確にすることが望	 

	 	 まれる。	 

	 

3.29	 通信設備、EPFS(Electronic	 Position-Fixing	 System)、レーダー、AIS(船

舶自動識別装置)	 

	 本規定を使用する間は GMDSS や DSC の規定は小型船舶には搭載義務品とはならない

が、艇の責任者は新しい通信設備を準備する際にはこれらを含んだ機器を考慮する

ことを推奨する。	 

3.29.1	 以下のものを装備しなければならない。	 

ａ）船舶用無線送受信機（レース公示に規定される場合にはサットコムの端子付）	 

i.ａ）に加え、	 常用アンテナがマストに装備されている場合は他の非常用アン

テナを持つこと	 

ｂ）船舶用無線送受信機が VHF の場合は、（以下に続く）	 

i.	 25Ｗの出力を持つこと	 

ii.	 マストヘッドアンテナを持ち、出力損失が 40％以下の同軸ケーブルを装備

すること	 

iii.	 以下のタイプと長さの同軸ケーブルが 3.29.1（ｂ）ⅱに適合する。	 

・15ｍ（50ft）まで=タイプ RG8X（mini8）	 

	 ・15-28ｍ（50-90ft）=タイプ RG8U	 

・28-43ｍ(90-140ft)=タイプ 9912F（適合するコネクターを使用のこと、US

サプライヤーBelden から入手可能）	 

・43-70ｍ（140-230ｆ）=タイプ LMR600（特製コネクターを使用のこと、US

サプライヤーTimes	 Microwave から入手可能）	 

[Mo3 特記-5]以下の日本国内同等品も可とする。	 

RG8X=3D-2V	 /	 RG8U=5D-2V	 /	 9913F=10D-2V	 /	 LMR600=xx600	 	 

iv.	 72 チャンネルを備えることを推奨。（このチャンネルは国際的に船間波と

して一般的に用いられ、このチャンネルをヨットが日常的に使用することに

よって、すべての外洋レーシングヨットが世界中で用いることのできるヨッ

ト間のチャンネルとして広く認められる様になる。）	 

	 [Mo3 特記-6]71 チャンネル、74 チャンネルを追加する。	 

	 ｅ）防水タイプか防水カバーを着けたハンディータイプの舶用 VHF トランシーバー	 

	 	 を持つこと。使用していない状態のときはグラブバッグか緊急用コンテナーに	 

	 	 収納してあること（OSR4.21 参照）	 

	 	 [Mo3 特記-7]3.29.1	 e)は強い推奨とする。	 

	 ｆ）主たる舶用通信装置から独立したラジオで、気象通報が受けられるものを装備	 

	 	 すること	 

	 ｉ）EPFS(Electronic	 Position-Fixing	 System)例えば GPS を装備すること	 

	 ｏ）AIS(船舶自動識別装置)中継器の搭載を推奨する	 

3.29.2	 ヨットは能動型、受動型を問わずリフレクター（反射器）を装備していない場合は、

レーダーを使用する船舶による捜査や追跡の対象となることに注意する。	 

ａ）艇の責任者は以下に注意すること：法的な義務。すなわち、AIS の搭載が義務づ

けされている国々の海域では直ちに法の適用になる、または比較的小型のボー

トを含むある種の船舶には義務化になるでしょう。



第４章＜ヨットの可動装備とその補充＞	 

（飲料水と燃料は本規定3.21と3.28参照）	 

	 

4.01	 セール文字とセールナンバー	 

4.01.1	 ISAF 国際クラスおよび公認されたクラス以外のヨットは RRS77 と RRS 付則 G の要件

にできるだけ満たすこと。State	 authority により割り当てられたセールナンバーの

場合はこの限りではない。	 

4.01.2	 メインセールに表示されるナンバーと文字は、ナンバーのないセールがセットされ

ているときでも別の手段によって示すことができなければならない。	 

	 	 ＜JSAF 注釈 4：手段の例としてポータブルセールナンバー、デッキに記載など＞	 

	 

4.03	 軟木の木栓	 

	 艇体を貫通して開いている全ての穴（スルーハル）には、穴のサイズに適合する、

柔らかい木で出来たテーパー状の木栓を近接する適切な艤装に取り付けるか、収納

する事。	 

	 

4.04	 ジャックステイ、クリッピングポイント、固定されたセーフティライン	 

4.04.1	 以下を満足しなくてならない。	 

	 ａ）ジャックステイ	 

	 i.	 セーフティハーネスをしっかりと取付ける場所として、艇の中心線に対して左

舷と右舷のデッキ上に、デッキを貫通するボルトもしくは溶接されたデッキプ

レートもしくはデッキに取り付けられた強固な金具を使って常時ジャックステ

イを取り付けなくてはならない	 

	 ii.	 ジャックステーは 1×19 のワイヤーで最小直径 5mm（3/16 インチ）以上のステ

ンレス製かまたは同等の破断強度。を持つ帯紐からなること	 

	 iii.	 ステンレスのワイヤーを使用する場合、コーティングのないもの、そしてスリ

ーブに入っていないものを使用すること	 

	 iv.	 破断強度 20kN（2040kgf,4500lbf）以上の帯紐を推奨する	 

4.04.2	 クリッピングポイント	 

	 以下を装備すること。	 

ａ）クリッピングポイントは乗員が長時間作業する場所、例えば舵、シートウィン

チ、マストなどの近くには通しボルトか甲板に溶接で固定され、または他の適

切で十分な強度のある部分に取り付けること	 

ｂ）ジャックステイと固定されたセーフティラインで乗員に以下のことを可能にさ

せること。	 

	 i.	 デッキに上がる前にハーネスをクリップでき、デッキから降りてからクリップ

を外すことができること	 

	 ii.	 乗員はクリップしたままの状態か、少なくとも最小限のつけ外しのクリップ動

作でデッキ上のワーキング位置とコックピットの間を移動できなくてはならな	 	 

い	 

ｃ）ジャックステイを使わないでも、少なくとも 3 分の 2 のクルーが同時にクリッ

プ出来なければならない	 

ｅ）注意：Uボルト型のクリッピングポイントに関しては本規定 5.02.1(a)参照	 

	 

4.05	 消火器	 

	 以下のように装備すること。	 

4.05.1	 2 個以上の消火器を各々異なる適切で取り出しやすい場所に設置すること。	 

4.05.2	 2 個以上の消火器でそれぞれ最低 2kg 以上の粉末式かそれと同等の物。	 

[Mo3 特記-8]日本国内においては JCI の検査を満足するものであることとする。	 

	 ボンペット相当の自動消火器は個数としては認められない。	 



4.06	 アンカー	 

4.06.1	 アンカーは表 12 の通り搭載すること。	 

	 表 12	 

ＬＯＡ	 詳細	 

8.5m(25ft)以上	 即座に使用できる状態で、適当な組み合わせのロープとチ

ェーンを備えた 2組のアンカーを備えること。	 

8.5m(25ft)未満	 即座に使用できる状態で、適当な組み合わせのロープとチ

ェーンを備えた１組のアンカーを備えること。	 

	 ＜JSAF 注釈 5：	 ORC	 SR 委員長(現 ISAF)から以下の解釈を承認されている。	 

	 ここで「即座に使用できる状態」とは、アンカーとチェーンはシャックルで繋がれ

ている事、ロープはチェーンに繋がれている必要はないが、整然とコイルされてい

る事をいう＞	 

	 

4.07	 フラッシュライト	 

4.07.1	 以下の通り装備すること。	 

	 ａ）予備電池及び予備電球を持つ防水型でハイパワーのフラッシュライトかスポッ	 

	 	 トライト	 

	 ｂ）予備電池及び予備電球を持つ防水型のフラッシュライト	 

	 

4.08	 救急マニュアルと救急キット	 

4.08.1	 適切な救急マニュアルを搭載すること。	 

	 ナショナルオーソリティーの規定がない場合は、下記の本の最新版が推奨される。	 

	 b)	 First	 Aid	 at	 Sea,	 by	 Douglas	 Justins	 and	 Colin	 Berry	 

	 (published	 by	 Adlard	 Coles	 Nautical,London)	 

c)	 Le	 Guide	 de	 la	 medecine	 a	 distance,	 by	 Docteur	 J	 Y	 Chauve	 

	 (	 published	 by	 Distance	 Assistance	 BP33	 FLa	 Baule,	 cedex,	 France)	 

	 英語版も入手可能.	 

	 [Mo3 特記-9]日本国内においては以下の書籍も推奨対象とする。	 

	 「セーリングにおける救急医療キットと対応マニュアル」（日本セーリング連盟）	 

	 「とっさの手当てがいのちを救う」（日本赤十字社）	 

4.08.2	 救命救急キットを搭載すること。	 

4.08.3	 救急キットは、携行している説明書のガイドラインに従った内容を持ち、必要な医

薬品を保管し、船の状況、航海の期間、乗船人員数に相応しいこと	 

	 

4.09	 フォグホーン	 

	 フォグホーンを搭載すること。	 

	 

4.10	 レーダーリフレクター、AIS(Automatic	 Identification	 System)	 

4.10.1	 受動型レーダーリフレクター（いかなる動力も使わないタイプ）を装備すること。	 

ａ）もしレーダーリフレクターが 8面体であるなら、その対角線の最小長さは 456mm

（18 インチ）、8 面体で無い場合は記載されたＲＣＳ（レーダー横断面）が 10

㎡以下でないこと。水面上の最小有効高さは 4.0ｍ（13ft）であること。	 

ｂ）本規定の 4.10.1 と 4.10.2 および本項で規定されているパッシブ型（受動型）

とアクティブ型（能動型）装置は本来Ｘバンド（9GHz）での使用を目的として

いる。	 

4.10.2	 ヨットからの最も効果的なレーダー反射は RTE(Radar	 Target	 Enhancer)を使用する

ことによって得られる。この装置は義務付けられている受動型レーダーリフレクタ

ーに補足して装備されることが望ましい。RTE は ITU-R1176 の推奨に適合する。RTE

の使用を強く推奨する	 

ｂ）受動型リフレクターの展開あるいは RTE の作動は責任者の状況判断により決定

する。	 



4.10.3	 改定された ISO8729（改定は 2006 年 1 月に進行中）に適合する受動型レーダーリフ

レクターは以前のモデルや重量 5ｋｇ以内で 750ｍｍ高さ、直径 300ｍｍの円筒型機

種よりも改善された作動を示す。ISO8729 が発行されたときには OSR のレーダーリフ

レクターに関する規定は見直され、変更される予定である。	 

4.10.4	 S バンド（3GHz）レーダーは船舶でＸバンド（9GHz）レーダーの予備としてよく使わ

れている。Sバンド（3GHz）では従来型のリフレクターRTE はＸバンド（9GHz）で得

られる反射の１/10 程度の感度しか得られない。	 

	 [Mo3特記-10]本規定4.10のレーダーリフレクターは日本国内で入手が困難であり推

奨とする。従前のものも可とする。	 

	 

4.11	 航海装備	 

4.11.1	 海図	 

	 航海用海図一式（電子式のみは不可）、灯台表および海図作業用具一式を装備する

こと。	 

	 

4.12	 安全備品配置図	 

	 恒久的に耐水性のある材料で書かれた、基本的安全備品に関する収納場所を明確に	 

マークして主船室の最も見やすい場所に掲示すること。	 

	 

4.13	 音響測深器または測深索	 

4.13.1	 測深儀または測深索を装備すること。	 

	 

4.14	 速度計または距離測定儀（ログ）	 

	 速度計または距離測定儀（ログ）を装備すること。	 

	 

4.15	 応急操舵装置	 

4.15.1	 応急操舵装置は以下に従って装備しなければならない。	 

ａ）通常使われる操舵装置が、金属で出来ていて破損する事が有り得ないと考えら

れるティラーである場合を除いて、舵軸に取り付けることのできる非常用ティ

ラー。	 

ｂ）クルーはいかなる海況のもとでも、ラダーがなくなってしまったときには、他

の操舵方法を知っていなくてはならない。そしてヨット上での有効な代替方法

が最低１つ証明されていなければならない。インスペクターはその方法を実際

に行ってみるように要求することができる。	 

	 

4.16	 工具と予備部品	 

	 静索（スタンディングリギン）を艇体から速やかに外すか切断することができる工

具を含む、工具と予備部品を用意しておかなくてはならない。	 

	 

4.17	 ヨット名	 

	 ライフジャケット、クッション、ライフブイ、ライフスリング、等、浮力のある様々

なものにはヨット名が記入されていなくてはならない。	 

	 

4.18	 マリングレードのレトロリフレクティブ材	 

ライフブイ、ライフスリング、ライフラフトおよびライフジャケットにはマリング

レードのレトロリフレクティブ材（夜間反射機能材）が取り付けてあること。	 

	 本規定 5.04 と 5.08 参照	 

	 



4.22	 ライフブイ	 

4.22.1	 以下のものをヘルムスマンの手の届くところにあって、すぐ使えるようにしておく

こと。	 

	 ａ）自己点火灯とドローグ付きのライフブイ、もしくはドローグ無しで自己点火灯	 

	 	 がついているライフスリング。	 

4.22.3	 全ての膨張式ライフブイあるいは全自動式装置（例えば圧縮ガスで伸びる旗付きの

ポール）は製造会社の使用説明書に従って定期的に点検と整備を行うこと。	 

4.22.4	 全てのライフブイまたはライフスリングはマリングレードのレトロリフレクティブ	 

	 材（夜間反射機能材）を取り付けてあること。（本規定 4.18 参照）	 

	 

4.23	 信号焔	 

4.23.1	 信号焔は SOLAS	 LSA 規定第 3 章視覚信号に適合し、有効期限の刻印がある場合はそ

の期限を過ぎてはならず、当該刻印がない場合は４年を過ぎて使用してはならない。	 

	 表 13	 

赤色パラシュートフレア	 

LSA	 III3.1	 

赤色ハンドフレア	 

LSA	 III3.2	 

オレンジ色発煙信号	 

LSA	 III3.3	 

４	 ４	 ２	 

	 	 

[Mo3 特記-11]上記表 13 に拘らず JSAF-OSR において下表 13-2 とする。	 

	 表 13-2	 

信号紅炎	 小型船舶用

自己点火灯	 

小型船舶用自

己発煙信号	 

小型船舶

用火せん	 

発煙浮信号	 備考	 

１	 １	 １	 ２	 １	 沿海セット	 

	 

4.23.2	 衝突を避けるために、以下の灯火が装備され常に使えるようになっていなくてはな	 

らない。	 

	 ａ）防水型の白色トーチ(フラシュライト）と予備バッテリーと予備電球	 

	 ｂ）防水型の強力白色スポットライト(サーチライト）と予備バッテリーと予備電球	 

	 

4.24	 ヒービングライン	 

	 ａ）長さが 15m-25m（50ft-75ft）で、コックピットからすぐ使える位置に置くこと。	 

	 ｂ）スローイングソックタイプ(手投げ救助袋)を推奨。アペンディックス D参照	 

	 

4.25	 コクピットナイフ	 

	 鞘に収めて安全に保管された強固で鋭いナイフをデッキからもコックピットからも

使える位置に装備すること。	 

	 



4.26	 ストーム、ヘビーウェザーセール	 

4.26.1	 デザイン	 

ａ）以下のことを強く推奨する。	 

艇の責任者はストームとヘビーウェザーセールの最も適切なサイズの決定に関

しその艇の設計者とセールメーカーに相談する事を強く推奨する。これらのセ

ールは荒天下における艇の安全な推進力を確保する目的のためのものであり、

レース用のセール類とは切り離すべきである。	 

下記に示すセール面積の基準は最大値であり、その艇の固有な復元性やその他

の艇の性能によっては、より小さなセール面積がその艇に適合する事を認識す

べきである。	 

4.26.2	 視認性（目立つこと）	 

ａ）以下のことを強く推奨する。ストームセールは外部から一番見分けやすい色（蛍

光色のピンクもしくはオレンジまたは黄色）の生地で作られるか、セールの両

面に同様の一番見分けやすい色のあて布をする事。トライスルの代わりに回転

式のウィングマストが使われている場合は両面に同様の一番見分けやすい色の

パッチを貼ること。	 

4.26.3	 素材	 

	 ａ）ストームジブならびにトライスルにアロマティックポリアミド、カーボン、も	 

	 	 しくはそれに近い繊維は使用してはならない。スペクトラやダイニーマまたは	 

	 	 それに近い材料は許される。	 

ｂ）ヘビーウエザー	 ジブには	 スペクトラやダイニーマをのぞきアロマティックポ

リアミド、カーボン、もしくはそれに近い繊維は使用しないことを強く推奨す

る。	 

	 

4.26.4	 以下の装備が準備されている事	 

ａ）ストームセールとヘビーウェザーセールをシーティングするデッキ上の適切な

個所があること	 

ｂ）ストームジブまたはヘビーウェザージブをステーに装着する手段はラフグルー

ブ装置からは独立していること。ヘビーウェザージブはステーへの装着用装置

がいつでも使える状態でいること。ストームジブは装着装置を恒常的に取り付

けてあること。	 

ｃ）OSR	 4.26.4(g)によりストームトライスルを必要とする場合、	 

ストームトライスルはブームに関係なく独立してシーティングが可能で、（メ

インセールのラフ長さ）×（メインセールのフット長さ）の数値の１７.５％以

下の面積であること。	 

ストームトライスルはヘッドボードとバテンがあってはならない。ローテーテ

ィングウイングマストを持ちトライスルの代わりになる場合にはストームトラ

イスルを持たなくても良い。	 

＜JSAF 注釈 5：4.26.4	 c）はモノハル 0,1,2 およびマルチハル 0,1,2 に適用されて

いる規定だが、4.26.4	 g)に指定された項目のため記載＞	 

ｄ）ストームトライスルが本規定 4．26.4(c)か 4.26.48g)で規定されている場合は、

セールナンバー及び文字はトライスルの両側に付けてあること、その字の大き

さは実効性のある大きさであること。	 

ｆ）ヘビーウエェージブ（フォアステイの無いヨットの場合はヘビーウエザーセー

ル）の面積はフォアートライアングルの高さの二乗の面積の 13.5％以下で、リ

ーフポイントがないこと。	 

ｇ）本規定 4.26.4(c)に適合したストームトライスルか、もしくはラフの長さを 40％

以上リーフできるメインセールリーフ装置を備えること。	 

＜JSAF 注釈 6：展開するセール部分がラフの 60％未満＞	 

ｉ）ヘビーウェザージブはアロマティックポリアミド、カーボン、もしくはそれに

近い繊維を使用しないことを強く推奨する。	 



第５章＜個人的装備品＞	 

	 

5.01	 ライフジャケット	 

5.01.1	 各乗員に下記を満足するライフジャケットを装備していなくてはならない。	 

ａ）ISO	 12402-3(Level	 150)に適合するか同等品。	 

	 ISO	 12402 は Level	 150 のライフジャケットにホイッスルと夜間反射材の装着を

義務づけている。さらに ISO	 12402 はセーフティハーネスと同時装着時には、

ISO	 12401 に適合したフルセーフティハーネスとなることを要求している。全て

の同等なライフジャケットは同等な必需品を備えること。	 

	 注：標準的な体重より大きな人は標準的な人より浮力が必要である。そして標

準的な人々は大浮力を持ったライフジャケットを必要としない。Level	 275 のラ

イフジャケット装着時はライフラフとへの乗り込みを阻害するかもしれない。	 

ｂ）ISO	 12401 に適合した上で、「腿紐または股紐が付いている」か「フルセーフテ

ィハーネス」のいずれかが装備されていること。腿紐または股紐に関連する艤

装備品は、水中から着用者を持ち上げるだけの強度を備えていなければならな

い。	 

[Mo3 特記-12]規定 5.01.1(a)および(b)に関わらず、JSAF-OSR においては JCI 検査を

満足するものをライフジャケットとして認める。	 

ｃ）SOLAS	 LSA 規則 2.2.3（白色。0.75 カンデラ以上。8時間以上発光）に適合した

ライフジャケットライトを装備しなければならない。	 

[Mo3 特記-13]規定 5.01.1(c)のライフジャケットライトは 2009 年度の公示で認定し

た物の使用も認める	 

ｄ）インフレータブルの場合は、圧縮ガスによる膨張システム付きであること。	 

ｅ）インフレータブルの場合は、定期的にガス残量を検査すること。	 

ｆ）セーフティハーネスの装着者でも着用可能なこと。	 

ｇ）ヨット名か着用者名前がはっきりと書かれていること。	 

	 ライフジャケットには以下のことを強く推奨する、	 

ｊ）スプラッシュガード/スプレーフード装備（ISO	 12402-8 参照）	 

ｋ）PLB 装置の装備（他のタイプの EPIRB なども含めて適切な公的機関に登録されて

いること）。	 

l）ガスインフレータブルの場合は予備のボンベを持つこと。ヘッドが作動式の場合

予備のヘッドを持つこと	 

5.01.4	 責任者はそれぞれのライフジャケットを、少なくとも年に 1 回以上自ら点検する責

任がある。	 

	 

5.02	 セーフティハーネスとセーフティライン（テザー）	 

5.02.1	 全乗員はハーネスと ISO	 12401 に適合するか同等で長さが 2m 以下のセーフティライ

ンを搭載すること。	 

	 2010 年 1 月以前に製造されたハーネスとセーフティラインは ISO	 12401 か EN1095 の

いずれかに適合していなければならない	 

	 2001 年 1 月以前に製造されたハーネスとセーフティラインは本規定では認めない。	 

ａ）警告：単純なスナップフックを使用していると、フックに荷重がかかっている

状態で Uボルトに 90度の角度でねじられると Uボルトからフックが外れること

がある。そのためにスナップフックには確実なロック装置を備えることを強く

推奨する。	 

5.02.2	 少なくとも乗員数の 30%以上は上記（5.02.1）の条件に加え、以下の a)か b)のいず

れかの条件を満たさなければならない。	 

	 ａ）セーフティラインの長さが 1m 以下	 

	 ｂ）2m のセーフティラインの中間地点にスナップフックが付いたもの	 



5.02.3	 2001 年 1 月以降に購入されたセーフティラインについては過負荷がかかった場合に

色が変わる警告糸が縫いこまれたものを使用すること。警告が出た場合には緊急に

交換すること。	 

	 [Mo3 特記-14]規定 5.02.3 は、JSAF-OSR においては推奨とする。	 

5.02.4	 ハーネスとライフジャケットはクルー間で互換性があること。	 

＜JSAF 注釈 7：アジャスタブルで体格が違うクルー間でも全員が着用可能なもの＞	 

5.02.5	 以下のことを強く推奨する。	 

ａ）固定式のセーフティラインはワークステーションにしっかりと固定されている

こと	 

ｂ）ハーネスには腿紐または股紐が付いていること	 

	 腿紐または股紐の関連する艤装備品は水中から着用者を持ち上げるだけの強度

を備えていなければならない。	 

	 注：2010 年 3 月末に ISAF は 2011 年 1 月以降購入する装備の最低破壊強度の推

奨値を公表する。2011 年 1 月にハーネスは腿紐または股紐が付くことを義務づ

ける。	 

[Mo3 特記-15]規定 5.02.5	 b)の注に関して JSAF-OSR の対応は 2011 年 3 月末までに

公示する。公示までは 5.02.5	 b)注に記載の義務項目は推奨とする。	 

ｃ）磨耗とダメージをより気がつきやすくするために、ハーネスやセ―フティライ

ンの縫い糸について廻りの材料より、コントラストの強い色のものを使うこと	 

ｄ）Uボルト型のクリップポイントにおいて簡単にはフックが外れないようなスナッ

プフックを使用すること（本規定 5.02.1(a)参照）。またスナップフックは荷重

がかかった場合においても簡単に解除できるものであること（乗員は非常の場

合に個人用ナイフはセーフティラインを切って逃げ出す場合に有効であること	 

を覚えておくこと）	 

ｅ）乗員はレースの前にハーネスの調整を済ませ、レース終了まで維持すること	 

5.02.6	 警告：セーフティハーネスは水中の人を牽引するようには作られてはいない。ハー

ネスは身体を艇外の水中で沈む危険を防ぐか最小限にするためのものである。適切

に調節されたセーフティハーネスのこまめな使用は落水事故防ぐ最も有効な対策で

ある。	 

	 

5.04	 荒天用衣料	 

ｂ）荒天用衣料にはマリングレードの夜間反射材の装着を推奨する。荒天用衣料の

上部と袖の部分には目立つ色が使われていることが望ましい。規定 4.18 参照	 

	 



第６章＜トレーニング＞	 

	 

6.04	 艇上での日常訓練	 

6.04.1	 クルーは落水者救助を含む安全手順を妥当な期間ごとに繰り返し復習することを推

奨する。	 

6.05.3	 少なくとも 1人は救急処置に慣れていて、低体温症などに適切な対応が可能なこと。	 

	 （OSR	 6.02.7 と 6.03.4 参照）	 

	 注：	 

	 OSR	 6.02=理論的練習のためのトレーニング項目	 

	 OSR	 6.02.7=低体温症	 OSR	 6.03.4=信号焔と EPIRB	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

アペンディックス（付則）	 

	 

アペンディックスの内容は、別途規定「第 1章・第 2 章・第 6 章・アペンディックス（付則）」

に記載される。	 

	 

アペンディックス B=ISO と他の標準規格ガイド	 

アペンディックス C=スタンダードインスペクションカード	 

（JSAF-OSR では OSR のスタンダードインスペクションカードを基に標準タイプの申告書を作

成した）	 

アペンディックス D=クイックストップとライフスリング	 

アペンディックス E=低体温症	 

アペンディックス F=ドローグとシーアンカー	 

アペンディックス G=トレーニングコース課程	 

アペンディックス K=可動と可変バラスト	 

以上	 


